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令和７年６月掲載 

※イメージ図は、提案時点の内容のため、令和７年度から実施する設計業務において詳細を決定します 

（仮称）西信達義務教育学校等整備事業整備イメージ 

１．鳥瞰パース 

 

２．全体外観 

 

３．正面入口 

 

４．正面入口からのアプローチ 
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令和７年６月掲載 

※イメージ図は、提案時点の内容のため、令和７年度から実施する設計業務において詳細を決定します 

 

５．児童生徒昇降口 

 

６．廊下・オープンスペース 

 

７．ラーニングセンター 

 

８．屋内運動場 
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３ 施工計画に関する事項 ７/８ 

(３) スケジュールの適切性 

 
 工期遵守のための方策の提案  

・工期を守るための取組として、設計・施工の両社から提案・早期な問題点への取組、近年問題となっている「人手不足への対応」と「適切な工期設定・建設現場の週休 2 日・⾧期労働の是正」のできた工程を提案します。 
１.クリティカルパスを重視した工程計画を行い、重点管理ポイントを設定し、工期に影響する内容を監視・管理します。 
２.先行打合せ（調査業務等）を提案するなど設計業務の効率化を図り、Ⅰ期工事着手までの期間を 2 ヶ月短縮します。 
３.実施設計段階から早期発注を可能とした作業用重機・専門作業員・納期 3 ヶ月以上の資材納期管理を行い、コスト・納期の安定と事前の労務不足対策となり、工事に係る人員の安定供給を図ります。 
４.自然災害発生・地政学のリスクとして影響を受ける資材と想定外のことが発生した場合も BCP を利用した対応、非常用機材・資材を持つことのメリットを活かし最小限のリスクとします。（災害防止対策を活用） 

基本計画工程より全体工期を 10 ヶ月短縮 

■工事期間短縮の 3 つのポイント、 
 Ⅰ期工事により令和 10 年４月開校 

 

（仮称）西信達義務教育学校整備事業提案スケジュール（令和６年１１月） 
※本スケジュールは提案内容のため、各種協議・事業の進捗により変更になる場合があります 
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